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裏予約陳買150名】ζ齋詔苛
入場料=3,000R食席自由 l中学生以下無料]

農村舞台賓榮座協議会

090-5875-9717(担 当力o納 )

主催 農オす舞台寛榮度協議会 主管 八ラプロジェクト 協力 萩ヌテ白治E/萩野NPO結のン占よ/巴一度

新型コロナウイルス升‐l策について
お客様に安tしてご鑑賞tヽただくため、会場の魅染女ャす策に努めておりますが、
マスク着用、手指消毒のご協力をお願tヽします。

最新の情報は農村舞台費榮座協議会の公式サイドでご確記ください。

https://houe12a.SImd。 .COm
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手指消毒 マスク着用
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物
語
　
一二
人
の
祭
頼
漢

（日
本
駄
右
衛
門
、
弁
天
小
僧
、

粛
郷
力
欠
）
が
大
物
具
服
屋

「決
松
屋
」
で
、
か
た
り
、

ゆ
す
り
、
ざ
っ
た
く
り
、
一二
拍
子
姉
っ
た
病
快
活
劇
。

見
所
　
歌
舞
伎
の
中
ゼ
、
幕
末
養
ん
に
上
演
さ
れ
た

「會

演
も
の
」
と
ヴ
ば
れ
た

一
群
が
あ
る
。
「白
浪
」
と
は

「盗
賊
」
の
異
名
、
し
か
も
大
庭
党
ぞ
な
く
「小
庭
党
」
だ
。

し
か
し
小
発
党
と
言
え
ど
権
力
か
ら
外
れ
た
も
の
、
ス

は
外
さ
れ
た
も
の
は
し
ざ
と
く
生
き
る
。

な
に
が
あ
っ
て
も
し
た
た
か
ゼ
、
ず
る
賢
く
、
滑
稽
ゼ

切
な
く
、
時
に
修
く
も
遅
し
い
爆
美
療
快
活
劇
。
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鬱作・演出 働

原 智彦

翻
顛
凛
慨
誇
山
塑み
申
眸

骸

出

演

日
本
駄
右
衛
門

弁
天
小
僧

粛
郷
力
穴

浜

松

屋

主
人

・
宋
央
衛

俸

。
余
た
助

番
顕

・
与
九
郎

手
　
代

岩
場
啓
え

ま
の
き
わ
こ

加
藤
ケ
イ

神
谷
　
浩

野
畑
奈
治

て
ユ
ズ
ミ
ヨ
シ
ズ
ミ

若
固
新
介

機
由
の
婆
々

捕
　
手

暴
　
手

踪
る
ツ
ケ
指
ち

藤
井
朋
手

ま
の
き
わ
こ

加
藤
ケ
イ

河
瀬
裕
士

尾
図
裕
手

原
　
智
彦

原 智彦 。合本央作●姿井旭道

喜
に工‘
働
建
腫

膨
躊
　
源
頼
朝
と
不
和
に
な
っ
た
義
経
弁
慶

一
行
は
、
と
伏

あ

た

か

姿
に
身
を
や
つ
し
落
ち
る
途
中
、
加
賀
の
回
典
宅
の
関
に
て
、

優
し
い
と
謝
る
閥
今
自
樫
と
の
対
立
。
弁
慶
の
機
転
に
よ
り
、

白
紙
の
巻
物
を

「勧
進
帳
」
と
偽
り
読
み
あ
げ
て
累
事
奥
加
ヘ

落
ち
の
び
る
。

見
所
　
勧
進
帳
は
長
唄
を
件
奏
に
し
た
舞
踏
劇
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
が
、
私
遠
の
は
琵
琶
の
弾
き
語
リ
ゼ
舞
踏
す
る
。

丁
々
発
生
の
と
伏
闘
答
は
「歌
舞
伎
調
」
、
語
り
の
部
分
は
、

お
お
ら
か
な

「資
琶
調
」
と
起
伏
に
自
ん
だ

「古
典
の
新
し
い

試
み
」
。
言
葉
も
告
楽
の

一
部
と
し
て
楽
し
め
ま
す
。

●演出・作舞 ● ●,E書作翻●

骸

出

演

立
方

・
舞
踏
原
　
智
彦

筑
苅
琵
琶
弾
き
語
り

央
非
旭
道

。穴美・′卜道具・振骨・舞台作り0

KID方式

。夫術・告楽・穴美 C

原 智 彦

。告楽・音響。

原 口楠 典手

。灯り。

鈴 木彩 香

。美術補●

森 井 早 紀

●カツラ●

神 ロカツラ

ス
タ
ッ
フ
・

や
っ
か
い
な
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
ろ
う
さ
れ
た
二
年

間
で
あ
り
ま
し
た
が
、
神
に
も
す
が
る
尼
い
で
諏
訪
神

社
に
奉
納
し
ま
し
た

「
ア
マ
ビ
エ
鬼
瓦
」
様
の
ご
利
益

と
ノ
ク
チ
ン
効
果
も
あ
り
、
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
が
堪

染
も
下
大
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
第
六
回
日
と
な
り
ま
す
定
呑
の
ど
口
例
費
策
座

〈
七
夕
歌
舞
伎
〉
↑
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
演
」
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
役
者
並
び
に
裏
方

一
同
に
至
る
ま
で

『来
場
者

に
最
高
の
舞
台
を
見
て
も
ら
い
た
い
』
と
の
強
い
尼
い

を
胸
に
、　
一
生
騒
命
稽
古
に
励
ん
で
か
り
ま
す
。

皆
様
方
の
尼
い
を
汲
み
凛
り
、
僣
逆
で
す
が
座
長
に
成

り
代
わ
り
ま
し
て
、
日
上

一
席
を
申
し
上
げ
ま
す
。

～
と
ざ

い
と
～
ざ

い

隅
か
ら
隅
ま

で

ず
ず
ず

い
～

っ
と

こ
い
ね
が
希
い
上
げ
奉
り
ま
す
る
～

農
村
舞
台
費
榮
座
協
議
会

会
長

青

木

宿

行

夏
が
近
づ
く
と
、
こ
う」費
来
座
で
の
か
芝
居
が
楽
し
み

で
す
。
町
の
劇
場
と
は
ち
が
っ
た
面
白
さ
が
あ
る
と
尼

い
ま
す
。
た
ボ
ん
山
の
緑
、
川
の
水
音
、
風
の
ざ
わ
り
さ
、

人
間
の
力
を
は
る
か
に
超
え
た
大
自
然
の
力
が
そ
っ
と

芝
居
を
、
役
者
を
、
支
え
て
く
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

そ
し
て
な
に
よ
り
か
客
様
の
笑
い
声
が
大
さ
い
１
　
役

者
に
と
っ
て
笑
っ
て
い
た
だ
け
る
の
が
な
に
よ
り
嬉
し

い
ん
で
す
。
両
や
風
と
も
仲
よ
く
し
て
「七
夕
歌
舞
伎
」

が
続
く
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
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プ
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ジ
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ト
原

智

彦
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転核

鷲初

監フ

監″

篭伊

鷲ll

藍惨

③

圏
人ラプロジェクト

http://haraproject.com
チケットテ糸夕。お問い合わせ

090-5875-9717(担 当カロ納)腿諧烹講縮。m


